




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国名（漢字） 国名（カタカナ） 総軍数 軍資金 内　　　訳 備　考


















意太利 イタリア 76万人 984万ポンド
英国 イギリス 53万5000人 2480万ポンド 海陸軍・民兵義兵
澳国 オーストリア 53万5000人 1080万ポンド
土耳基 トルコ 30万人 568万ポンド
西班牙 スペイン 27万人 640万ポンド 1870年の規則による
瑞士 スイス 18万人 36万ポンド
瑞典 スウェーデン 16万人 112万ポンド
和蘭 オランダ 10万人 112万ポンド
葡萄牙 ポルトガル ７万3000人 18万ポンド
嗹国 デンマーク ５万4000人 36万6000ポンド
希臘 ギリシア ５万1000人 36万ポンド































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































歩兵 3083 2612 3022 3099
騎兵 179 176 174 173
砲兵 297 287 311 261
工兵 184 163 173 176
合計 3743 3238 3680 3709 -34
鎮台
東京
歩兵 6168 6435 6674 6781
騎兵 242 229 306 291
砲兵 533 636 587 562
工兵 318 288 306 293
輜重兵 152 148 155 162 輜重小隊は明治９年４月近衛と合併し１中隊となる
合計 7413 7736 8028 8079 666
仙台
歩兵 2314 2874 2949 3092
砲兵 57 0 58 103
函館砲隊 58 53 77 82
合計 2371 2927 3084 3277 906
名古屋
歩兵 4285 5118 4532 4462
砲兵 0 59 98
合計 4285 5118 4591 4560 275
大阪
歩兵 6261 5862 5949 6244
砲兵 448 474 576 558
工兵 175 202 277 289
輜重兵 35 37 82 82
合計 6919 6675 6884 7173 254
広島
歩兵 4258 4071 4280 4675
砲兵 0 52 92
合計 4258 4071 4332 4767 509
熊本
歩兵 4155 4136 4178 4603
砲兵 354 303 510 564 長崎砲隊は明治９年６月に解散した
工兵 99 104 264 293 明治９年３月設置
輜重兵 30 51 79
合計 4608 4573 5003 5539 931
総　計
33601 34338 35602 37104 3503
歩兵 30524 31208 31584 32956 2432
騎兵 421 405 480 464 43 騎兵は近衛・東京鎮台のみ
砲兵 1747 1753 2230 2320 573 箱館砲隊含む
工兵 776 757 1020 1051 275 工兵は近衛・東京・大阪・熊本鎮台のみ




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































歩兵第３聯隊第２大隊 野営演習 屯営（高崎）近傍 上の高崎での演習に合同
東京鎮台宇




崎営所 歩兵１大隊 野営演習 屯営近傍
明治８年11月中２週
間
名古屋鎮台 歩兵第６聯隊第１第２大隊 野営演習 岐阜県下美濃国各務郡各務野 明治８年11月中１週間
大阪鎮台
歩兵第９聯隊第１第２大隊 野営演習 滋賀県下近江国蒲生郡長谷野 明治９年２月中13日間








歩兵第13聯隊第１第２大隊 野営演習 三潴県下筑後国御原郡小郡野 明治９年３月中13日間















































































































































































































































































































































































































































































歩兵第11聯隊第１大隊 長途行軍 備後尾道、福山、三次 66里余り（約257.4km）
明治11年12月初旬よ
り２週間
歩兵第11聯隊第２大隊 長途行軍 周防岩国、室積、下松、徳山 52里余り（約202.8km）
明治11年12月初旬よ
り２週間
歩兵第11聯隊第３大隊（２中隊） 長途行軍 萩、須佐、石州益田、津和野 46里余り（約179.4km）
明治11年12月初旬よ
り２週間
歩兵第11聯隊第３大隊（２中隊） 長途行軍 萩、西市、下関、宮市 51里余り（約198.9km）
明治11年12月初旬よ
り２週間
熊本鎮台
歩兵第13聯隊（２大隊）、歩兵第
14聯隊（１大隊）、砲兵第６大隊
（１中隊）、工兵第３大隊（１中隊）
野営演習 大分県下豊後国日田郡豆田町 明治11年９月中旬より２週間
士官学校 生徒大隊
野営演習 千葉県下下総国千葉郡習志野原
明治11年10月初旬よ
り６週間
射的演習 千葉県下下総国印旛郡下志津原
明治11年10月初旬よ
り６週間
戸山学校 学生人員約300名
野営演習 千葉県下下総国千葉郡習志野原
明治12年３月中旬よ
り２週間
射的演習 千葉県下下総国印旛郡下志津原
明治12年３月中旬よ
り２週間
長途行軍 千葉県下佐倉・成田・利根川、茨城県下鹿島・土浦・水戸
明治12年３月中旬よ
り２週間
教導団
砲兵大隊１中隊 射的演習 千葉県下下総国印旛郡下志津原
明治12年５月中旬よ
り４週間
工兵中隊 野営演習 千葉県下下総国東葛飾郡鴻ノ台近傍
明治12年６月初旬よ
り４週間
歩兵大隊（３中隊） 野営演習 千葉県下下総国千葉郡習志野原
明治12年６月下旬よ
り４週間
出典：『陸軍省第四年報』（明治11年７月１日～明治12年６月30日）P79～ P84。
思
想
史
と
軍
事
史
の
架
橋
（395）740
つ
か
読
み
取
れ
る
。
　
第
一
に
、
複
数
の
兵
種
で
合
同
の
野
営
演
習
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
熊
本
鎮
台
で
は
歩
兵
・
砲
兵
・
工
兵
が
、
大
阪
鎮
台
で
は
歩
兵
・
砲
兵
・
工
兵
・
輜
重
兵
・
鍬
兵
・
予
備
砲
兵
が
、
合
同
の
野
営
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。
大
阪
鎮
台
の
演
習
に
は
対
抗
運
動
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
三
年
前
の
近
衛
の
対
抗
運
動
と
比
べ
る
と
、
時
間
も
長
く
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
い
た
。
全
軍
を
甲
乙
に
分
け
、
両
者
の
兵
力
を
不
均
衡
│
甲
軍
は
歩
兵
四
大
隊
、
山
砲
一
中
隊
、
工
兵
二
小
隊
、
輜
重
兵
三
分
隊
に
対
し
て
、
乙
軍
は
歩
兵
三
大
隊
、
山
砲
一
中
隊
、
工
兵
二
小
隊
、
輜
重
兵
一
分
隊
│
に
設
定
す
る
。
一
日
目
は
第
一
期
が
一
時
間
三
〇
分
、
休
戦
三
〇
分
、
第
二
期
が
一
時
間
、
休
戦
一
時
間
、
第
三
期
が
二
時
間
で
あ
る
。
二
日
目
は
第
一
期
が
二
時
間
、
第
二
期
が
二
時
間
、
第
三
期
は
工
兵
の
演
習
、
第
四
期
が
二
時
間
の
演
習
で
あ
る
。
両
軍
は
必
死
に
戦
い
、
最
後
は
明
石
城
内
に
入
っ
て
整
列
し
、
棒
銃
・
敬
礼
し
て
長
官
の
検
閲
を
受
け
、
各
隊
が
営
舎
に
帰
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
詳
細
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
各
隊
の
動
き
は
事
前
に
非
常
に
細
か
く
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
作
戦
通
り
に
動
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
　
第
二
に
、
長
途
行
軍
が
増
え
た
こ
と
が
目
立
つ
。
東
京
鎮
台
で
は
、
歩
兵
第
二
聯
隊
は
佐
倉
・
宇
都
宮
の
両
屯
営
、
第
三
聯
隊
は
新
発
田
・
高
崎
の
両
屯
営
か
ら
出
発
す
る
。
最
も
長
距
離
だ
っ
た
の
は
、
明
治
一
一
年
一
一
月
上
旬
か
ら
四
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
、
歩
兵
第
三
聯
隊
第
一
第
三
大
隊
の
長
途
行
軍
で
、
高
崎
か
ら
長
岡
、
高
田
、
信
州
、
碓
氷
峠
と
一
〇
六
里
余
り
、
四
一
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
行
軍
し
て
い
る
。
歩
兵
第
二
聯
隊
は
第
三
・
第
二
・
第
一
大
隊
の
順
に
、
明
治
一
二
年
二
月
の
初
旬
、
中
旬
、
下
旬
か
ら
二
週
間
の
長
途
行
軍
を
実
施
し
て
お
り
、
距
離
も
七
二
里
、
六
九
里
、
四
一
里
と
大
隊
の
経
験
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
予
備
砲
兵
も
三
六
里
余
り
を
一
週
間
で
行
軍
し
て
い
る
。
仙
台
鎮
台
で
は
歩
兵
と
砲
兵
が
三
四
里
余
り
を
一
週
間
で
行
軍
し
て
い
る
し
、
広
島
鎮
台
で
も
歩
兵
第
一
一
聯
隊
の
第
一
・
第
二
・
第
三
大
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
、
明
治
一
一
年
一
二
月
初
旬
か
ら
二
週
間
、
行
き
先
も
距
離
も
別
々
で
長
途
行
軍
を
行
っ
て
い
る
。
　
第
三
に
、
後
備
軍
と
合
同
の
演
習
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
先
に
あ
げ
た
大
阪
鎮
台
の
合
同
野
営
演
習
に
は
第
一
後
備
軍
若
干
名
が
含
ま
れ
て
い
た
し
、
東
京
鎮
台
、
仙
台
鎮
台
、
広
島
鎮
台
で
も
歩
兵
と
第
一
後
備
軍
若
干
名
で
二
週
間
な
い
し
三
週
間
の
野
営
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
　
第
四
に
明
治
一
一
年
に
は
陸
軍
士
官
学
校
の
演
習
を
、
天
覧
名
代
と
し
て
有
栖
川
宮
が
み
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
一
一
年
九
月
二
一
日
朝
七
時
半
、
有
栖
川
宮
が
千
葉
県
習
志
野
原
に
臨
場
し
、
八
時
か
ら
歩
兵
対
抗
運
動
、
騎
兵
中
隊
の
撤
兵
、
襲
撃
、
徒
歩
戦
闘
、
飛
越
、
露
営
、
歩
兵
の
演
習
、
陣
地
攻
撃
を
見
学
し
た
。
午
前
一
一
時
に
将
校
と
教
師
に
よ
る
拝
謁
後
、
一
二
時
に
有
栖
川
宮
は
同
県
下
志
津
原
へ
移
動
し
、
午
後
二
時
に
到
着
、
祝
砲
の
あ
と
工
兵
に
よ
る
坑
道
掘
削
や
点
火
法
の
講
説
、
坑
道
爆
破
、
地
雷
爆
破
、
野
戦
砲
射
、
攻
城
砲
射
、
夜
間
砲
射
な
ど
を
み
た
。
休
憩
、
将
校
拝
謁
後
、
有
栖
川
宮
は
午
後
九
時
に
出
発
し
て
大
和
田
駅
で
一
泊
し
、
事
務
長
や
生
徒
に
酒
肴
料
を
下
賜
し
て
い
る
。
　
な
お
、
有
栖
川
宮
は
来
な
か
っ
た
が
、
一
〇
月
に
は
陸
軍
士
官
学
校
生
徒
だ
739（396）
け
で
、
千
葉
県
下
志
津
原
に
て
射
的
演
習
を
実
施
し
て
い
る
。
一
一
年
一
〇
月
の
射
的
演
習
で
は
、
明
治
七
年
陸
軍
刊
行
の
歩
兵
射
的
教
程
に
か
わ
り
、
一
八
七
七
年
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
改
正
さ
れ
た
最
新
版
の
フ
ラ
ン
ス
歩
兵
射
的
教
程
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
が
、『
陸
軍
省
第
四
年
報
』
か
ら
わ
か
る
。
士
官
養
成
学
校
と
し
て
、
世
界
レ
ベ
ル
に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
当
時
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。第
三
章
　
将
官
が
求
め
ら
れ
た
「
率
先
の
徳
行
」
第
一
節
　
将
官
の
エ
ト
ス
に
関
す
る
意
見
　
前
節
の
考
察
よ
り
、
徴
兵
さ
れ
た
一
般
市
民
が
わ
ず
か
三
年
間
で
、
上
官
か
ら
の
命
令
に
従
い
、
非
常
に
複
雑
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
将
官
は
単
に
上
官
と
し
て
部
下
に
命
令
を
下
す
わ
け
で
は
な
い
。
軍
隊
は
階
級
社
会
で
あ
り
、
上
下
関
係
は
明
確
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
で
兵
卒
を
率
い
る
た
め
に
は
従
命
法
の
権
威
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
。
死
地
に
赴
く
軍
事
行
動
に
お
い
て
逃
亡
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
た
め
、
死
へ
の
恐
怖
を
抑
え
、
い
ざ
と
い
う
時
に
将
官
の
命
令
に
従
う
精
神
を
、
平
時
か
ら
養
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
浅
井
道
博
が
「
内
外
兵
事
新
聞
」
一
一
号
（
明
治
九
年
五
月
二
二
日
）「
論
説
」
欄
に
書
い
た
「
陸
軍
士
官
心
得
」
は
、
ひ
と
つ
の
参
考
に
な
ろ
う
。
浅
井
は
西
周
と
接
点
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
）
16
（
。
　
浅
井
道
博
（
一
八
四
三
〜
一
八
八
五
）
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
よ
り
幕
府
開
成
所
取
締
役
、
慶
応
三
年
砲
兵
差
図
役
と
な
り
、
維
新
後
、
沼
津
兵
学
校
二
等
教
授
方
と
し
て
測
量
や
数
学
を
教
え
た
）
17
（
。
西
周
は
明
治
元
年
一
二
月
か
ら
沼
津
兵
学
校
の
頭
取
を
つ
と
め
て
い
る
の
で
、
西
よ
り
一
五
歳
若
い
浅
井
は
、
西
の
も
と
で
働
く
教
官
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
西
は
明
治
三
年
九
月
、
兵
部
省
小
丞
准
席
（
翻
訳
局
勤
務
）
と
学
制
取
調
御
用
掛
兼
務
と
な
っ
た
が
、
浅
井
は
四
年
に
同
兵
学
校
が
政
府
に
移
管
さ
れ
た
あ
と
も
残
っ
た
。
　
そ
の
後
、
二
人
は
再
び
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
西
は
明
治
六
年
に
陸
軍
省
第
一
局
第
六
課
（
翻
訳
、
通
弁
）
課
長
と
な
り
、
さ
ら
に
七
年
二
月
に
は
第
六
局
（「
測
量
地
図
、
絵
画
彫
刻
、
兵
史
並
兵
家
政
誌
蒐
輯
」
で
参
謀
局
に
変
わ
る
）
兼
務
、
同
年
五
月
に
兵
語
辞
書
編
輯
校
正
掛
、
六
月
に
参
謀
局
第
三
課
（
欧
亜
兵
制
課
）
課
長
兼
務
、
八
年
三
月
に
は
兵
語
辞
書
編
輯
校
正
掛
か
ら
兵
語
辞
書
編
輯
御
用
掛
兼
務
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
浅
井
は
明
治
七
年
七
月
か
ら
八
年
三
月
ま
で
兵
語
辞
書
編
輯
御
用
掛
の
任
に
あ
っ
た
）
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つ
ま
り
、
西
と
浅
井
は
と
も
に
兵
語
辞
書
編
輯
に
た
ず
さ
わ
り
、
浅
井
が
辞
め
た
編
輯
御
用
掛
の
あ
と
を
継
い
だ
の
が
西
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
西
は
そ
の
後
も
辞
書
編
纂
を
続
け
、
明
治
一
四
年
三
月
に
『
五
国
対
照
兵
語
字
書
』
が
参
謀
本
部
か
ら
刊
行
さ
れ
る
）。
　
明
治
一
〇
年
一
月
に
、
西
は
参
謀
局
第
三
課
長
と
第
一
局
第
五
課
長
を
兼
務
し
て
い
た
が
、
そ
の
頃
、
浅
井
は
第
二
局
長
代
理
だ
っ
た
。
西
南
戦
争
中
は
教
導
団
長
心
得
、
新
撰
旅
団
司
令
長
官
代
理
を
つ
と
め
、
一
一
年
に
は
第
二
局
長
代
理
に
戻
っ
て
い
る
。
西
が
「
兵
家
徳
行
」
を
講
演
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
（
一
一
年
二
月
〜
五
月
）
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
九
月
か
ら
西
が
「
兵
賦
論
」
の
講
演
を
始
め
た
と
き
、
第
一
章
で
紹
介
し
た
大
久
保
春
野
が
提
出
し
て
思
想
史
と
軍
事
史
の
架
橋
（397）738
い
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
本
『
第
一
世
拿
破
崙
一
口
咄
』
の
出
版
願
に
つ
い
て
、
浅
井
が
第
二
局
長
代
理
と
し
て
陸
軍
卿
代
理
西
郷
従
道
へ
出
版
許
可
の
伺
い
を
た
て
、
許
可
さ
れ
て
い
る
）
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こ
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
押
さ
え
た
上
で
、
浅
井
の
「
陸
軍
士
官
心
得
」
を
み
て
み
よ
う
。
冒
頭
に
は
、
こ
れ
は
友
人
の
桂
太
郎
の
抄
訳
に
よ
る
某
国
陸
軍
士
官
心
得
だ
が
、
国
家
体
制
が
異
な
る
の
で
我
が
国
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
ら
れ
ず
、
不
適
切
な
言
葉
も
あ
る
た
め
添
削
を
加
え
、
陸
軍
士
官
心
得
と
題
し
て
紹
介
す
る
、
と
い
う
趣
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
の
ち
に
首
相
と
な
る
桂
太
郎
は
、
長
州
藩
士
の
次
男
で
明
治
三
年
か
ら
ド
イ
ツ
（
ベ
ル
リ
ン
）
へ
留
学
し
、
六
年
帰
国
、
八
年
ド
イ
ツ
公
使
館
付
を
命
じ
ら
れ
、
一
一
年
帰
国
し
、
一
一
年
六
月
〜
七
月
に
浅
井
が
つ
と
め
て
い
た
参
謀
局
諜
報
提
理
の
役
職
を
継
い
で
い
る
）
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余
談
に
な
る
が
、
浅
井
は
第
一
章
で
紹
介
し
た
小
沢
武
雄
の
あ
と
を
継
い
で
、
一
二
年
三
月
〜
一
三
年
四
月
陸
軍
卿
官
房
長
を
つ
と
め
た
）。
こ
の
履
歴
か
ら
す
る
と
、「
某
国
」
と
は
ド
イ
ツ
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
　
陸
軍
士
官
は
戦
争
で
隊
伍
を
率
い
る
職
務
を
全
う
す
る
た
め
に
、
部
下
を
指
揮
す
る
勇
気
、
実
際
に
活
用
す
る
学
問
に
精
通
し
、
機
を
逃
さ
ず
決
断
す
る
智
力
、
そ
し
て
部
下
を
服
従
さ
せ
る
た
め
の
仁
愛
の
誠
心
の
三
つ
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
を
備
え
て
は
じ
め
て
士
官
の
識
量
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
こ
の
性
質
と
練
兵
に
熟
達
す
る
こ
と
が
士
官
の
本
分
の
職
務
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
士
官
は
普
段
か
ら
、
部
下
を
習
練
し
て
戦
闘
時
に
指
揮
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
士
官
ハ
務
テ
己
ガ
武
徳
ヲ
修
メ
軍
隊
ノ
鑑
式
ト
ナ
リ
部
下
ヲ
シ
テ
其
武
徳
ニ
薫
陶
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
一
大
要
旨
ト
ス
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
士
官
ノ
部
下
ヲ
服
従
セ
シ
ム
ル
ハ
、
唯
威
権
ノ
ミ
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
非
ス
、
常
ニ
誠
心
ヲ
以
テ
部
下
ノ
幸
安
ヲ
謀
リ
、
中
心
依
頼
親
附
ス
ル
ノ
念
ヲ
生
セ
シ
ム
ベ
キ
仁
愛
ア
ル
ヲ
要
ス
、
其
部
下
ノ
依
頼
親
附
ス
ル
ノ
念
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
平
時
仁
愛
ノ
誠
心
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
既
ニ
仁
愛
ノ
誠
心
ア
リ
、
故
ニ
危
難
ノ
中
ニ
在
リ
ト
モ
、
部
下
皆
心
志
ヲ
一
ニ
シ
テ
、
毫
モ
乖
戻
ノ
情
ヲ
起
サ
ヾ
ル
ナ
リ
（
引
用
文
に
は
適
宜
「
、」
を
付
し
た
。）
　
こ
の
紹
介
文
を
、
西
周
の
「
兵
家
徳
行
」
と
対
照
さ
せ
る
と
、
両
者
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
西
は
、
大
将
の
命
令
一
下
に
、
数
千
数
百
の
勇
士
が
武
器
を
手
に
攻
撃
す
る
と
き
、
将
官
た
る
者
は
「
何
ヲ
恃
ミ
テ
其
部
下
ヲ
率
ヰ
テ
勝
ヲ
制
シ
タ
ル
ヤ
」
と
問
い
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
是
即
本
題
ノ
所
謂
兵
家
ノ
徳
行
ヲ
云
フ
モ
ノ
ヲ
以
テ
、
上
下
ノ
心
ヲ
維
持
シ
タ
ル
ナ
リ
。
蓋
シ
此
時
代
（
源
平
な
ど
の
時
代
を
指
す
│
筆
者
注
）
ニ
ハ
所
謂
智
勇
兼
備
ト
云
フ
如
ク
、
将
官
タ
ル
者
ノ
智
略
ア
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
モ
、
勇
烈
ノ
德
ヲ
以
テ
率
先
シ
テ
戦
ニ
赴
キ
、
且
平
常
忠
誠
ヲ
推
シ
テ
人
ノ
腹
心
ニ
置
ク
ト
云
フ
如
ク
、
仁
愛
ヲ
尽
シ
テ
下
ヲ
待
チ
、
彼
士
卒
ト
艱
苦
ヲ
同
ウ
ス
ル
ヲ
以
テ
美
談
ト
ナ
シ
タ
ル
如
ク
、（
中
略
）
将
官
タ
ル
者
ノ
部
下
ヲ
控
勒
シ
テ
己
レ
ガ
意
志
ニ
従
ハ
シ
ム
ル
ノ
術
ハ
、
唯
己
レ
平
素
ノ
徳
行
ヲ
以
テ
部
下
ノ
死
心
ヲ
得
ル
ニ
在
リ
シ
コ
ト
明
ナ
リ
。
然
ル
ニ
737（398）
今
ハ
彼
節
制
ノ
兵
タ
ル
ヲ
以
テ
、
事
ゴ
ト
ニ
皆
法
則
ア
レ
バ
、
兵
家
ノ
徳
行
ハ
入
用
ナ
ラ
ズ
ト
ハ
謂
フ
可
ラ
ズ
）
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ま
た
、「
兵
家
徳
行
」
講
演
第
一
回
目
の
直
後
、「
内
外
兵
事
新
聞
」
一
三
六
号
（
明
治
一
一
年
三
月
二
四
日
号
）
の
「
外
報
」
に
は
、
ド
イ
ツ
軍
人
が
品
行
方
正
で
敬
礼
も
正
し
い
こ
と
を
褒
め
る
記
事
が
、「
仏
文
外
国
兵
事
新
聞
」
に
載
っ
て
い
る
と
し
て
、
敬
礼
に
関
す
る
部
分
を
抄
訳
し
て
い
る
（
抄
訳
者
は
不
明
）。
要
点
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
礼
節
や
服
装
の
規
則
が
厳
し
く
、
違
反
者
は
所
属
部
隊
の
週
番
所
に
送
致
さ
れ
る
。
か
つ
将
校
の
威
権
が
あ
り
、
兵
卒
が
将
校
に
対
し
て
礼
儀
を
失
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
容
赦
し
な
い
。
他
隊
の
将
校
に
対
し
て
も
謹
慎
服
従
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
軍
人
服
従
法
及
ヒ
敬
礼
服
装
等
ニ
関
ス
ル
諸
則
履
行
」
が
厳
し
い
た
め
で
あ
る
。
軍
人
を
尊
敬
す
る
風
習
が
あ
る
の
で
、
人
々
は
兵
役
を
望
ん
で
い
る
。
雑
踏
の
中
に
い
て
も
、
兵
卒
は
軍
人
と
み
れ
ば
等
級
の
如
何
を
問
わ
ず
敬
礼
す
る
。
歩
い
て
い
る
途
中
で
も
す
ぐ
に
立
ち
止
ま
り
、
直
立
し
て
少
し
前
屈
み
に
な
り
、
挙
手
・
注
目
し
て
尊
敬
の
念
を
表
現
す
る
。
　
「
仏
文
外
国
兵
事
新
聞
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
読
め
る
軍
人
や
一
般
市
民
が
読
者
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
独
仏
の
緊
張
関
係
の
中
で
こ
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
平
素
の
徳
行
と
は
規
律
や
礼
儀
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
将
官
た
ち
は
武
徳
・
文
徳
両
方
を
身
に
つ
け
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
お
り
、
習
得
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
学
術
は
多
岐
に
及
ん
で
い
た
。
第
二
節
　
士
官
養
成
機
関
と
将
官
た
ち
に
よ
る
勉
強
会
　
士
官
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、『
陸
軍
省
第
四
年
報
』（
明
治
一
一
年
七
月
一
日
〜
明
治
一
二
年
六
月
三
〇
日
）「
第
十
一　
学
術
」
は
、
軍
国
の
兵
備
中
、
最
も
急
務
な
の
は
士
官
教
育
で
あ
り
、
人
身
に
た
と
え
れ
ば
、「
軍
兵
ハ
四
支
ニ
シ
テ
士
官
ハ
精
神
ナ
リ
、
百
万
ノ
軍
兵
ア
リ
ト
雖
ト
モ
士
官
其
人
ヲ
得
サ
レ
ハ
又
何
ノ
用
ニ
供
ス
ル
ヲ
得
ン
、
古
人
ノ
所
謂
千
兵
ハ
得
易
ク
一
将
ハ
求
メ
難
シ
ト
ハ
其
レ
之
ヲ
謂
フ
カ
」
と
述
べ
て
い
る
）
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陸
軍
士
官
学
校
（
明
治
九
年
に
幼
年
学
校
を
合
併
）
と
教
導
団
を
あ
わ
せ
る
と
、
明
治
一
二
年
六
月
三
〇
日
時
点
で
生
徒
は
一
七
二
四
名
い
た
。
明
治
八
年
度
に
四
〇
名
だ
っ
た
お
雇
い
外
国
人
は
、
明
治
一
二
年
度
に
は
二
八
名
減
っ
て
一
二
名
に
な
っ
て
お
り
、
士
官
学
校
で
教
育
に
あ
た
る
将
官
の
学
術
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
、
日
本
人
の
教
官
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
　
将
校
に
任
命
す
べ
き
生
徒
を
教
育
す
る
機
関
と
し
て
、
教
員
に
は
軍
制
・
学
術
の
み
な
ら
ず
、
博
識
多
才
で
品
行
方
正
な
者
が
選
ば
れ
た
。
士
官
生
徒
は
選
抜
試
験
を
行
い
、
歩
騎
兵
科
と
砲
工
科
に
分
け
て
教
育
し
、
歩
騎
兵
科
は
満
三
年
、
砲
工
兵
科
は
満
四
年
で
卒
業
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。
砲
工
兵
科
の
生
徒
は
、
最
後
の
一
年
は
少
尉
に
任
じ
ら
れ
た
ま
ま
在
校
し
て
学
ぶ
た
め
、
生
徒
少
尉
と
呼
ば
れ
る
。
一
方
、
幼
年
生
徒
は
満
三
年
で
卒
業
し
、
そ
の
あ
と
士
官
生
思
想
史
と
軍
事
史
の
架
橋
（399）736
徒
に
な
る
の
で
、
六
年
か
七
年
学
ぶ
計
算
に
な
る
。
明
治
一
一
年
四
月
に
は
士
官
生
徒
七
〇
名
、
幼
年
生
徒
三
〇
名
、
明
治
一
二
年
六
月
に
は
士
官
生
徒
二
三
〇
名
、
幼
年
生
徒
は
九
〇
名
に
な
っ
た
。
兵
要
地
学
教
程
な
ど
広
義
の
地
理
学
や
測
地
学
、
幾
何
を
は
じ
め
と
す
る
数
学
、
建
築
学
、
馬
学
、
参
謀
学
な
ど
、
多
様
な
授
業
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
　
将
官
ら
は
ま
た
、
部
隊
で
部
下
の
教
育
に
あ
た
る
ほ
か
、
有
志
で
結
社
を
作
り
自
ら
も
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
。「
内
外
兵
事
新
聞
」
一
三
三
号
（
明
治
一
一
年
三
月
三
日
）
の
「
陸
海
軍
雑
報
」
は
、
西
南
戦
争
で
一
時
的
に
活
動
を
中
断
し
て
い
た
、
姫
路
駐
屯
地
の
有
志
に
よ
る
換
文
社
が
、
一
一
年
一
月
二
一
日
に
活
動
を
再
開
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
隊
長
茨
木
惟
昭
が
二
月
二
一
日
に
演
述
し
、
戦
時
に
は
命
令
に
従
っ
て
勇
猛
果
敢
に
戦
い
、
無
事
の
際
に
は
古
の
書
を
講
読
し
、
事
物
の
理
を
考
察
し
、
文
学
を
修
め
る
心
得
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
（
こ
こ
で
の
「
文
学
」
と
は
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
文
学
」
で
は
な
く
、
広
く
人
文
社
会
の
教
養
を
指
す
）。「
武
備
ア
ル
モ
ノ
ハ
必
ス
文
事
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
以
」
で
あ
る
と
し
、
文
事
を
修
め
、
精
神
を
養
い
、
武
職
に
奉
ず
る
技
量
を
磨
く
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
茨
木
は
和
歌
山
藩
士
の
長
男
で
佐
賀
の
乱
、
西
南
戦
争
に
出
征
し
、
戸
山
学
校
長
を
経
て
日
清
戦
争
に
出
征
、
占
領
地
総
督
府
参
謀
長
兼
民
政
部
長
を
つ
と
め
、
の
ち
に
貴
族
院
議
員
に
な
る
人
物
で
あ
る
）
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武
官
だ
け
で
は
な
く
文
官
に
も
結
社
は
み
ら
れ
た
。
次
号
に
あ
た
る
一
三
四
号
（
明
治
一
一
年
三
月
一
〇
日
）
は
、
や
は
り
西
南
戦
争
で
閉
社
し
た
陸
軍
会
計
官
ら
に
よ
る
共
同
自
修
社
が
再
開
さ
れ
、
会
計
簿
記
法
そ
の
ほ
か
の
学
科
を
研
究
し
て
い
る
と
伝
え
る
。
　
「
共
同
で
学
ぶ
」
と
い
う
意
識
は
、
偕
行
社
に
も
み
ら
れ
た
。
一
三
五
号
（
明
治
一
一
年
三
月
一
七
日
）
に
は
、
毎
日
薄
暮
よ
り
夜
半
ま
で
偕
行
社
に
社
員
が
出
入
り
し
、
燕
喜
会
、
勝
読
会
、
金
曜
会
、
そ
の
ほ
か
砲
兵
科
教
官
と
騎
兵
科
将
校
が
毎
週
日
時
を
決
め
て
兵
事
を
講
究
し
て
い
る
と
み
え
、
さ
ら
に
室
内
射
的
や
読
書
を
す
る
な
ど
、
設
立
の
趣
旨
に
み
あ
う
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
的
な
雰
囲
気
の
も
と
、
西
周
の
「
兵
家
徳
行
」
の
講
演
は
一
一
年
二
月
一
九
日
か
ら
五
月
二
一
日
ま
で
、
こ
の
偕
行
社
の
燕
喜
会
で
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
お
わ
り
に
　
西
は
兵
卒
を
意
の
ま
ま
に
動
か
し
、
一
挙
手
一
投
足
に
至
る
ま
で
規
律
化
す
る
た
め
に
は
、
操
練
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
作
戦
通
り
に
動
く
た
め
に
は
、
兵
卒
一
人
一
人
が
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
う
心
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
四
肢
の
ご
と
く
軍
隊
が
動
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
命
法
の
力
だ
け
で
は
上
官
は
部
下
を
統
率
し
き
れ
な
い
。「
兵
家
徳
行
」
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
今
一
将
校
ア
リ
テ
固
ヨ
リ
率
先
ノ
任
ニ
当
リ
、
多
少
ノ
部
下
ヲ
統
御
ス
レ
バ
従
命
法
ノ
特
権
ヲ
利
用
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
然
リ
而
シ
テ
其
人
平
素
ノ
行
跡
正
シ
カ
ラ
ズ
、
人
ノ
嗤
笑
ヲ
取
リ
譏
刺
ヲ
招
ク
等
ノ
コ
ト
ア
ラ
バ
、
其
735（400）
部
下
ニ
立
ツ
者
甘
ン
ジ
テ
其
命
令
ヲ
信
奉
シ
テ
少
シ
モ
腹
誹
ス
ル
コ
ト
莫
キ
ヲ
得
ム
ヤ
（
中
略
）
従
命
法
ハ
率
先
ノ
徳
行
ト
相
表
裏
シ
、
相
輔
佐
シ
テ
苟
モ
一
等
卒
ト
ナ
リ
テ
二
等
ノ
卒
ノ
率
先
模
範
タ
ル
ヨ
リ
以
上
ハ
、
悉
ク
此
意
ヲ
体
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
）
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徳
を
み
が
き
人
の
模
範
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
心
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
命
法
の
威
力
が
発
揮
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
兵
家
ノ
徳
行
ヲ
以
テ
其
本
分
ノ
コ
ト
ト
ナ
シ
タ
ル
ヨ
リ
モ
、
寧
ロ
従
命
法
ト
相
対
ス
ル
義
務
ト
シ
、
畢
竟
人
心
ヲ
収
攬
ス
ル
ノ
術
」
な
の
で
あ
る
）
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（
。
西
は
「
兵
家
徳
行
」
で
「
忠
良
易
直
」
と
従
命
・
服
従
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
将
官
ク
ラ
ス
の
「
義
務
」
と
対
に
な
っ
て
い
た
。
一
般
の
国
民
か
ら
徴
兵
さ
れ
た
兵
卒
が
、
規
律
の
恐
怖
で
は
な
く
、
自
己
の
意
思
と
し
て
上
官
の
命
令
に
従
え
る
よ
う
に
、
人
の
模
範
た
る
「
率
先
の
徳
行
」
を
日
常
的
に
研
鑽
し
て
身
に
つ
け
る
の
が
、
将
官
の
義
務
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
徴
兵
制
軍
隊
を
率
い
る
将
官
と
し
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
欧
米
と
共
通
し
て
み
ら
れ
る
発
想
が
あ
る
と
と
も
に
、
近
世
の
身
分
制
社
会
に
お
い
て
、
観
念
的
に
で
は
あ
れ
、
農
工
商
の
模
範
た
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
き
た
武
士
身
分
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
発
想
も
み
え
る
。
当
時
の
世
界
情
勢
と
徴
兵
制
軍
隊
の
性
質
に
目
を
向
け
れ
ば
、「
兵
家
徳
行
」
に
み
え
る
西
の
真
意
は
明
ら
か
で
あ
る
。
注
（
１
）　
こ
の
年
の
八
月
二
三
日
に
近
衛
砲
兵
大
隊
兵
卒
に
よ
る
竹
橋
事
件
が
発
生
し
、
西
は
そ
の
直
後
に
「
軍
人
訓
誡
草
稿
」
を
書
き
、
同
年
九
月
一
五
日
か
ら
断
続
的
に
明
治
一
四
年
ま
で
、「
兵
賦
論
」
を
講
演
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
明
治
一
三
年
末
に
は
軍
人
勅
諭
の
草
稿
も
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
谷
口
眞
子
「
西
周
の
軍
事
思
想
│
服
従
と
忠
誠
を
め
ぐ
っ
て
│
」『W
A
SED
A
 RILA
S JO
U
RN
A
L
』N
O
.5
（
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
（
２
）　
梅
溪
昇
『
増
訂
軍
人
勅
諭
成
立
史
│
天
皇
制
国
家
観
の
成
立
〈
上
〉』（
青
史
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
菅
原
光
『
西
周
の
政
治
思
想
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
清
水
多
吉
『
西
周
│
兵
馬
の
権
は
い
ず
こ
に
あ
り
や
│
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。
（
３
）　
『
国
史
大
辞
典
』「
曽
我
祐
準
」、
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
﹇
第
２
版
﹈』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）「
曽
我
祐
準
」。
（
４
）　
『
国
史
大
辞
典
』「
榎
本
武
揚
」。
（
５
）　
富
田
仁
編
『
新
訂
増
補　
海
を
越
え
た
日
本
人
名
事
典
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
五
年
）「
近
藤
真
琴
」、『
近
藤
真
琴
伝
』（
攻
玉
社
学
園
、
一
九
七
六
年
）。
（
６
）　
『
国
史
大
辞
典
』「
小
沢
武
雄
」、
秦
郁
彦
編
『
前
掲
書
』「
小
沢
武
雄
」。
（
７
）　
『
日
本
人
名
大
辞
典
』「
大
久
保
春
野
」、
秦
郁
彦
編
『
前
掲
書
』「
大
久
保
春
野
」。
（
８
）　
前
掲
『
近
藤
真
琴
伝
』。
（
９
）　
永
井
和
「
人
員
統
計
を
通
じ
て
み
た
明
治
期
日
本
陸
軍
（
１
）
│
『
陸
軍
省
年
報
』
『
陸
軍
省
統
計
年
報
』
の
分
析
│
」『
富
山
大
学
教
養
部
紀
要　
人
文
・
社
会
科
学
篇
』
第
一
八
巻
二
号
（
一
九
八
五
年
）
は
、
前
年
末
の
予
備
役
・
後
備
役
軍
人
数
と
そ
の
年
六
月
末
の
現
役
軍
人
軍
属
数
を
加
算
し
た
合
計
を
、
そ
の
年
六
月
末
現
在
の
軍
人
軍
属
総
員
と
す
る
の
は
、
現
役
満
期
兵
の
除
隊
と
予
備
役
編
入
、
新
兵
の
入
営
が
あ
る
た
め
、
不
合
理
な
計
算
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
で
は
『
陸
軍
省
年
報
』
の
他
の
記
事
も
利
用
す
る
こ
と
、
永
井
氏
の
指
摘
に
よ
る
誤
差
を
修
正
し
て
も
、
各
国
兵
力
と
の
比
較
の
結
果
に
影
響
が
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
年
報
の
数
字
を
使
用
し
て
い
る
。
（
10
）　
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
陸
軍
省
大
日
記
」
明
治
七
年
「
参
謀
局
よ
り
歩
兵
操
典
思
想
史
と
軍
事
史
の
架
橋
（401）734
第
二
版
大
隊
の
部
出
版
相
成
届
」。
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ー
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
Ｃ
〇
四
〇
二
五
五
二
四
〇
〇
」。
（
11
）　
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
陸
軍
省
大
日
記
」
明
治
九
年
「
戸
山
よ
り
新
式
歩
兵
操
典
」。
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ー
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
Ｃ
〇
七
〇
六
〇
一
〇
八
〇
〇
〇
」。
（
12
）　
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
陸
軍
省
大
日
記
」
明
治
一
一
年
「
局
よ
り
歩
兵
操
典
生
兵
の
部
出
版
届
に
付
申
進
」。
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ー
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
Ｃ
〇
四
〇
二
七
九
六
一
四
〇
〇
」。
（
13
）　
小
野
厚
夫
「
情
報
と
い
う
言
葉
を
尋
ね
て
（
一
）」『
情
報
処
理
』
四
六
巻
四
号
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）。
な
お
六
年
後
の
明
治
一
四
年
一
一
月
に
は
、『
仏
国
歩
兵
陣
中
要
務
実
地
演
習
軌
典　
酒
井
清
改
訳
』
│
改
訳
さ
れ
、
末
尾
に
前
哨
の
配
置
、
中
隊
・
連
隊
の
行
軍
、
大
隊
の
露
営
の
図
等
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
│
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
同
年
の
建
白
書
提
出
の
一
件
に
よ
り
、
曽
我
祐
準
の
撰
は
削
除
、
酒
井
忠
恕
の
附
言
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。
（
14
）　
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
は
皇
族
で
、
慶
応
四
年
に
は
東
征
大
総
督
と
し
て
関
東
・
東
北
を
平
定
し
、
明
治
三
年
兵
部
卿
、
そ
の
後
福
岡
県
知
事
や
元
老
院
議
官
を
つ
と
め
、
西
南
戦
争
に
出
征
、
一
〇
年
陸
軍
大
将
と
な
っ
た
。
一
三
年
〜
一
八
年
左
大
臣
、
一
八
年
〜
二
一
年
参
謀
本
部
長
、
二
二
年
参
謀
総
長
の
任
に
つ
い
て
い
る
。
秦
郁
彦
編
『
前
掲
書
』「
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
」。
（
15
）　
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
参
謀
本
部
大
日
記
」
明
治
一
二
年
「
仏
国
実
地
演
習
軌
典
三
六
部
貸
渡
の
件
」。
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ー
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
Ｃ
〇
七
〇
八
〇
〇
〇
四
四
〇
〇
」。
（
16
）　
西
周
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集　
第
三
巻
』（
宗
高
書
房
、
一
九
六
〇
年
）
年
表
に
よ
る
。
（
17
）　
『
地
図
測
量
人
名
事
典
』「
浅
井
道
博
」。
な
お
樋
口
雄
彦
『
旧
幕
臣
の
明
治
維
新　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
群
像
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）【
表
３　
沼
津
兵
学
校
・
同
附
属
小
学
校
の
教
授
陣
】（
四
八
〜
四
九
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
二
年
九
月
時
点
の
沼
津
兵
学
校
教
授
陣
の
中
で
、
同
じ
二
等
教
授
方
の
乙
骨
太
郎
乙
が
役
金
二
二
〇
両
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浅
井
も
か
な
り
高
額
な
給
与
で
雇
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
18
）　
信
岡
資
生
「
明
治
期
の
兵
語
辞
書
に
つ
い
て
（
一
）
│
ド
イ
ツ
語
を
中
心
に
し
て
│
」
『
成
城
大
学
経
済
研
究
』
一
六
二
巻
（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）
一
二
八
頁
。
（
19
）　
明
治
一
〇
年
以
降
の
浅
井
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
の
陸
軍
省
大
日
記
の
諸
史
料
に
み
え
る
、
浅
井
の
肩
書
き
か
ら
判
断
し
た
。
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
使
用
。
（
20
）　
秦
郁
彦
編
『
前
掲
書
』「
桂
太
郎
」。
（
21
）　
西
周
「
兵
家
徳
行
」
由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田
裕
編
『
軍
隊　
兵
士
』（
日
本
近
代
思
想
大
系
４
）（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
収
、
一
五
一
〜
一
五
二
頁
。
（
22
）　
『
陸
軍
省
第
四
年
報
』
一
八
〇
頁
。
（
23
）　
秦
郁
彦
編
『
前
掲
書
』「
茨
木
惟
昭
」。
（
24
）　
西
周
「
兵
家
徳
行
」、
一
五
四
〜
一
五
五
頁
。
（
25
）　
右
同
、
一
五
五
頁
。
【
付
記
】　
本
論
文
は
、
二
〇
一
九
年
度
〜
二
〇
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
研
究
代
表
者
：
谷
口
眞
子
）「
一
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
軍
事
的
学
知
を
め
ぐ
る
人
と
書
物
の
交
錯
」（
研
究
課
題
番
号
１
９
Ｈ
０
０
５
４
７
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
